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＜音楽＞

藤本一馬　　KAZUMA FUJIMOTO
ギタリスト・作曲家
1998 年ヴォーカルのナガシマトモコと orange pekoe を結成。
2002 年 1st アルバム「Organic Plastic Music」を発表。2011
年からソロ活動も本格化し、インストゥルメンタルの活動にも取り組む。
主なアルバムに「SUN DANCE」（2011）、「FLOW」（2016) など。

シアター・イメージフォーラムほか

全 国 順 次 公 開

＜登場人物＞

隈研吾　　KENGO KUMA
建築家／東京大学特別教授・名誉教授
1954 年神奈川県生まれ。東京大学大学院修了後、コロンビア大学研
究員を経て、1990 年隈研吾建築都市設計事務所を設立。主な作品に

「森舞台 / 宮城県登米町伝統芸能伝承館」「那珂川町馬頭広重美術館」
「アオーレ長岡」 「ブザンソン芸術文化センター」 「V&A Dundee」
「国立競技場」「UCCA 陶美術館」など。著書に「負ける建築」（岩波
文庫）、「小さな建築」「自然な建築」「日本の建築」（以上、岩波新書）

「建築家になりたい君へ」（河出書房新社）など。

＜監督・撮影・編集・プロデューサー＞

岡博大　　HIROMOTO OKA
映画作家／ NPO 法人湘南遊映坐理事長
1971 年神奈川県生まれ。慶應義塾大学卒業後、東京新聞記者を経
て NPO 法人湘南遊映坐を設立。映画文化の草の根振興に取り組んで
いる。著書に「映才教育時代」（フィルムアート社）、編著に「小津三昧」

（遊映坐文庫）など。大学時代の恩師である建築家・隈研吾氏の 15 年
の歩みを追った自主制作のドキュメンタリー映画『粒子のダンス』

（2025）が初監督作品。

監 督  岡 博 大
2025 / 145min. / 4K / 5.1ch / 1.78:1 / Color / Japan
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＜映画の概要＞　
建築家・隈研吾の 15 年間の歩みを記録したドキュメンタリー映画。大学時代の恩師である隈氏の英智を後世へ継承しようと、教
え子である岡博大監督が自らカメラを手にして独学で自主制作。世界 16 カ国 80 以上の建築プロジェクトが登場する。東日本大震
災「3.11」に伴う東北での復興プロジェクトをはじめ、東京 2020 大会、コロナ禍などの中で、絶えず新たな建築のあり方を問いか
ける隈氏の日常の旅姿や東京大学での建築教育の様子などを、俳句のような断片的映像をつむいで描いた連句的作品。

＜特別協力＞ 隈研吾建築都市設計事務所の皆さん 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻隈研吾研究室の皆さん 湘南遊映坐の皆さん 
＜スペシャル サポーター＞ 地域シナジー研究会         サントリーホールディングス  J クリエイト デバイス フジタ 文化シヤッター エスケー化研 オカムラ 桐山 佐藤秀 ジーシーデンタルプロダクツ 

清水建設 大光電機  太陽工業 丹青社 戸田建設 乃村工藝社 長谷川建設 不二サッシ 松井建設 マルダイ 矢田工業 山庄建設 三和シヤッター工業  中島工務店 　＜サポーター＞荒木武 司葉子 岡光宣 岡保子  浅井健史 江尻憲泰 
小川浩 伊藤妙恵 吉里光晴 サムライ家具 吉永一宏 摩尼秀法 末安誼典 長嶋建人 笠兼三 長田和弘 田中翔太 市村彰英 山本千晶 浅川泰宏 上原美子 小林直寛 北浦宏之 北浦惇寛 井上浩城 小林希美 小林かずみ 高田和義 神田剛
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ぼ
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学生たちの姿に学生たちの姿に
小さな隈研吾たちを見るよう。小さな隈研吾たちを見るよう。
映画は２０１１年 3 月 11 日に起きた東日本大震災の被災地に
立つ隈研吾の茫然とした無言の姿をキャメラが長回しでとらえる
シーンから始まる。3・11 以降の 10 年以上にわたる日本社会
の変化の縮図に似た時の流れが息づいているかのようだ。鎌倉
の地の竹を使って隈研究室の学生たちが小さな映画館を地元の
人たちと一緒にワークショップのように作り上げる。建築がいか
にその土地固有の自然環境と共振しながら歴史を作っていくか
ということが知れて面白い。
			   　 ——  村山匡一郎（映画評論家）

夢のように愉しくてカッコイイ映画です。夢のように愉しくてカッコイイ映画です。
小さな鞄をひょいと肩にかけて旅する隈さんがよく出てくる。
そんな隈さんを追いかけているうちに、日本人とは何かというこ
とが伝わってくる。なんとひたむきで健気なんだろう。よく知っ
ているはずの日本人のことなのに、その静かな明るさ、しなや
かな強さが胸に迫り、気がつくと私は泣いていた。隈さんはこ
れからも軽やかに世界中を飛び回り、被災地を救い、軽やかで
しなやかな建築を残していくのだろう。	 			 
		        		          ——  中園ミホ（脚本家）
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築
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